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１．はじめに
e ラーニングは，ネットワークを介して LMS（Learning Management System/ 学習管
理システム）に接続して学習する方法であり，インターネットに接続できるパソコンがあ
れば，いつでもどこでも学習し，テストの即時採点などができるという特徴がある。









































② 学生 K学部 78名（2009 年度）








































































































授業に対する学生の評価を表１に示す。11 項目中，１％水準の有意差で 2008 年度より
も 2009 年度の方が上回っているのは，S*map を使った復習テストは楽しかった。授業
に興味や関心が持てるよう，工夫されていた。総合的にみて，この授業に満足だった。
の３項目である。従って，復習テストの内容の工夫や，レポート回数の増加などにより，





















坂 本 德 弥
― 136 ―
表２ 復習テストの実施率と総得点
項 目 年 度 N 平均値 標準偏差 t値
実施率 2008 75 89.3 15.44 3.30
＊＊
（％） 2009 78 96.1 9.06
総得点 2008 75 87.7 16.57 2.81
＊＊
































































































































定着したと思うの項目は 3.45 から 3.51 へと少し高くなったが，有意な差ではなかった。
教職教養の問題は膨大であり，知識が定着したと感じるまでには多くの問題を解く必要が
あり，復習テストの問題数を増やすなどの更なる改善が必要と思われる。
第２のレポート提出は 2008 年度は１回であったが，2009 年度は３回に増やし，授業内
容への興味づけを図る。は，アンケートの授業に興味や関心が持てるよう，工夫されて
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図２ 授業科目名の表示方法
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